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高
校
推
薦
入
試 

作
文
問
題 

    

次
の
文
章
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
文
化
祭
、
前
向
き
に
挑
戦
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
新
聞
記
事
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
で
、
今
年
は
県
内
の
多
く
の
学
校
で
文
化
祭
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
代
わ
っ
て
お
目
見
え
し
た
の
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
発
表
会
。
事
前
に
各
ク
ラ
ス
や
部
活
動
ご
と
に
出
し
物
を
動
画
撮
影
し
、
各
教
室
で
鑑
賞
す
る
。
ス
ク
リ
ー
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
越
し
の

文
化
祭
、
果
た
し
て
盛
り
上
が
っ
た
？ 

 

■
 

県
銚
子
高 

爆
笑
・
感
嘆
「
こ
れ
も
最
高
」 

 

銚
子
市
の
県
立
銚
子
高
は
例
年
６
月
、
金
・
土
曜
の
２
日
間
で
文
化
祭
「
県
銚
祭
」
を
開
い
て
き
た
。
美
術
部
や
書
道
部
な
ど
の
文
化
部
は
日
ご
ろ
の

成
果
を
披
露
し
、
各
ク
ラ
ス
や
生
徒
有
志
も
お
化
け
屋
敷
や
模
擬
店
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
で
楽
し
ま
せ
た
。
２
日
目
は
地
域
の
人
に
も
開
放
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
に
よ
る
休
校
が
明
け
た
の
は
６
月
１
日
。
県
銚
祭
実
行
委
員
会
委
員
長
の
中
村
野
乃
佳
さ
ん
（
３
年
）
ら
は
「
デ
ジ
タ
ル
文
化
祭
」
を
提
案
し
、

学
校
側
も
承
諾
。
と
は
い
え
、
中
村
さ
ん
は
心
配
だ
っ
た
。
動
画
を
う
ま
く
作
れ
る
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
ら
な
か
っ
た
ら
…
…
。 

 

動
画
撮
影
の
手
段
は
、
ど
の
ク
ラ
ス
・
部
も
ほ
ぼ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
。
練
習
や
撮
影
は
夏
休
み
を
中
心
に
行
い
、
各
10
分
以
内
の
動
画
に
ま
と
め
た
。 

 

吹
奏
楽
部
は
ア
ニ
メ
「
鬼
滅
の
刃
」
の
テ
ー
マ
曲
「
紅
蓮
華
」
な
ど
３
曲
を
選
ん
だ
。
出
場
予
定
の
コ
ン
ク
ー
ル
が
中
止
に
な
り
、
発
表
の
場
を
得
た

部
員
た
ち
は
喜
ん
だ
が
、「
聴
い
て
い
る
人
の
表
情
が
見
え
な
い
の
で
」
と
部
長
の
永
岡
弦
さ
ん
（
２
年
）
は
や
や
困
惑
気
味
。 

 

書
道
部
は
、
床
に
広
げ
た
紙
に
大
書
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
撮
影
し
た
。
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｌ
ｙ
の
曲
「
Ｂ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｉ
ｆ
ｕ
ｌ
」
か
ら
抜
き
出
し
た

歌
詞
を
６
人
で
書
き
、
中
央
に
大
き
く
「
響
」
と
記
し
た
。
部
長
の
篠
本
莉
子
さ
ん
（
２
年
）
は
「
前
向
き
な
曲
な
の
で
、
み
ん
な
に
響
く
よ
う
に
と
願

い
を
込
め
ま
し
た
」。 

 

９
月
11
日
、
ス
ク
リ
ー
ン
と
パ
ソ
コ
ン
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
持
ち
込
ん
だ
各
教
室
で
上
映
し
た
。
恋
愛
コ
メ
デ
ィ
ー
、
ホ
ラ
ー
、
音
楽
デ
ュ
オ
、
手
品
、

た
だ
踊
っ
て
み
た
…
…
。
早
川
昌
二
校
長
も
冒
頭
、
安
倍
晋
三
・
前
首
相
の
動
画
を
ま
ね
、
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
を
手
に
ソ
フ
ァ
で
く
つ
ろ
ぐ
姿
で
登
場
し
た
。 

 

各
教
室
で
は
、
大
き
な
拍
手
や
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
た
。
女
装
し
た
男
子
生
徒
の
ラ
ブ
コ
メ
に
手
を
た
た
い
て
爆
笑
し
、
伸
び
や
か
な
歌
声
に
は
「
お
ー

っ
」
と
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
た
。 

 

計
22
本
の
動
画
は
、
ど
れ
も
「
作
品
」
と
し
て
成
立
し
て
い
た
。「
編
集
ま
で
全
部
ス
マ
ホ
で
で
き
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
」
と
実
行
委
を
手
伝
っ
た
生
徒

会
長
の
宮
内
凜
花
さ
ん
（
３
年
）。
中
村
さ
ん
は
「
人
と
の
触
れ
合
い
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、『
あ
の
時
は
特
別
だ
っ
た
ん
だ
な
』
っ
て
思
い
出
せ
る
動
画

が
残
っ
た
。
こ
れ
は
こ
れ
で
最
高
で
す
」
と
話
し
た
。 

 ■
 

麗
沢
中
・
高 

「
画
面
通
し
て
表
現
、
技
術
も
向
上
し
た
」 

 

柏
市
の
麗
沢
中
学
・
高
校
で
は
今
月
11
～
12
日
、
中
学
生
が
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
と
会
場
で
の
発
表
を
同
時
に
行
う
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
」
の
文
化
祭

を
開
催
し
た
。
例
年
通
り
、
生
徒
が
テ
ー
マ
を
決
め
て
教
室
で
発
表
す
る
形
式
で
も
実
施
し
て
い
る
が
、
今
年
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
動
画
を
投
稿
す
る

方
式
を
追
加
し
た
。 

 

教
室
で
は
隣
に
座
ら
な
い
な
ど
の
３
密
対
策
を
し
た
上
で
、
自
然
な
ど
を
テ
ー
マ
に
生
徒
が
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
発
表
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
、
生
徒

が
バ
レ
エ
を
踊
っ
た
り
、
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
の
複
数
の
画
面
を
使
い
、
別
々
の
楽
器
演
奏
を
同
時
に
披
露
し
た
り
し
た
。 

  

保
護
者
や
卒
業
生
、
受
験
希
望
者
が
参
加
で
き
る
例
年
と
違
い
、
今
年
は
教
職
員
と
生
徒
の
み
の
参
加
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い

中
止
の
選
択
肢
も
検
討
さ
れ
た
中
、
コ
ロ
ナ
禍
の
オ
ン
ラ
イ
ン
経
験
を
前
向
き
に
と
ら
え
た
内
容
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
中
学
２
年
生
を

担
当
す
る
秋
元
誠
道
・
学
年
部
長
は
「
生
徒
が
画
面
を
通
し
て
自
分
を
表
現
し
、
編
集
技
術
も
向
上
し
て
よ
か
っ
た
。
観
客
の
反
応
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
が
や
り
づ
ら
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
う
い
う
（
コ
ロ
ナ
禍
の
）
状
況
だ
か
ら
新
し
い
企
画
が
立
ち
上
が
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。 

（
後
略
） 

（『
朝
日
新
聞 

２
０
２
０
年
９
月
24
日
』
よ
り
） 

  
 

 

問 

本
文
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
、
動
画
や
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
文
化
祭
イ
ベ
ン
ト
が
あ
な
た
の
在
学
校
で
も
行
わ

れ
る
と
し
た
ら
、
自
分
の
ク
ラ
ス
や
ク
ラ
ブ
、
あ
る
い
は
個
人
や
有
志
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
、
ど
ん
な
企
画
を
や
っ
て
み
た
い
で
す
か
。
そ
れ
を
選
ん

だ
理
由
を
明
確
に
し
、
ま
た
実
施
に
際
し
て
の
問
題
点
や
そ
の
解
決
法
な
ど
も
検
討
し
な
が
ら
、
具
体
的
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。（ 

六
〇
〇
～
八
〇

〇
字
・
六
〇
分 

題
名
な
ど
は
書
か
ず
に
一
行
目
か
ら
本
文
を
書
く
こ
と 

） 

き
め
つ 

ぐ
れ
ん
げ 

し
ん
じ 

ス

ー

パ

ー

フ

ラ

イ 

や
い
ば 


